
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

三
月
の
公
園
整
備
は
一
日
（
日
）
で
子
供

会
と
共
催
で
街
路
の
清
掃
や
、
花
壇
へ

の
花
苗
植
栽
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

〇 

三
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
四
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
二
日
（
日
）
で
す
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
公
園
の
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
。
ご
都
合
が

よ
い
日
だ
け
の
参
加
で
結
構
で
す
の
で

楽
し
い
活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

霜にも負けず！ 

 

二
月
一
日
（
日
）
会
員
十
三
名
の
参
加
に

よ
り
定
期
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
三

月
一
日
に
子
供
会
と
共
催
で
行
う
公
園
整

備
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、
北
側
円
形
花
壇

へ
の
用
土
や
肥
料
を
入
れ
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
大
き
く
、
高
く
伸
び
た
木
の
周
辺

を
利
用
し
た
花
壇
で
植
栽
場
所
一
面
に
細

か
い
根
が
張
り
詰
め
、
手
作
業
で
は
土
の
撹

拌
が
困
難
な
た
め
、
耕
耘
機
を
使
い
何
と
か

植
栽
可
能
な
花
壇
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
。

二
月
七
日
に
は
中
央
や
南
側
の
円
形
花
壇

に
ビ
オ
ラ
の
補
植
が
行
わ
れ
、
公
園
も
少
し

明
る
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

生放送で緊張の瞬間！ 

定
期
整
備
！ 

ラ
ジ
オ
生
中
継
！ 

一
月
二
十
六
日
（
月
）
県
グ
リ
ー
ン
バ
ン

ク
の
依
頼
に
よ
り
、
「
高
松
神
明
原
公
園
愛

護
会
」
の
紹
介
が
Ｆ
Ｍ
放
送
Ｋ
ｍ
ｉ
ｘ
の

「
う
ご
☆
ラ
ジ
」
と
い
う
番
組
で
生
中
継
さ

れ
ま
し
た
。
会
設
立
の
目
的
や
日
頃
の
活

動
、
地
域
と
の
連
携
、
今
後
の
活
動
へ
の
期

待
な
ど
を
Ｑ
＆
Ａ
で
進
行
し
、
三
分
程
度
の

短
い
時
間
で
し
た
が
、
初
め
て
の
こ
と
で
も

あ
り
、
原
稿
の
準
備
や
公
園
で
の
リ
ハ
ー
サ

ル
も
入
念
に
行
わ
れ
、
な
ん
と
か
無
事
に
放

送
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
一
陽
来
福
」 

い
ち
よ
う
ら
い
ふ
く
。『
陰
が
極
ま
っ
て

陽
が
帰
っ
て
来
る
こ
と
』。
冬
が
去
り
、
春

が
来
る
こ
と
も
い
い
ま
す
。
植
物
の
タ
ネ

に
は
冬
の
寒
さ
に
当
た
る
こ
と
で
発
芽
が

促
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
寒
さ
に
当

た
っ
て
発
芽
す
る
、
こ
れ
は
芽
を
眠
り
か

ら
覚
ま
す
現
象
で
『
休
眠
打
破
（
き
ゅ
う

み
ん
だ
は
）』
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
木
々

は
春
に
芽
を
出
し
ま
す
が
前
年
の
秋
か
ら

新
し
い
枝
葉
の
芽
や
花
芽
が
で
き
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
冬
の
間
は
殻

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ま
す
が
一
月
、
二
月

ご
ろ
か
ら
そ
の
芽
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。

蝋
梅
、
黄
梅
（
お
う
ば
い
）、
連
翹
（
れ
ん

ぎ
ょ
う
）、
梅
、
桃
、
桜
、
山
吹
が
次
つ
ぎ

と
咲
き
、
山
笑
う
の
春
が
き
て
、
ま
さ
に

一
陽
来
福
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。 
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根が張って作業に時間が！ 

休眠打破を感じさせる紅梅の花芽！ 


